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市長記者会見 

期 日  令和５年６月６日（火） 

   時 間  午前１０時～ 

場 所  対策室  

発 表 内 容

１ 「全市一斉地震対応訓練」について 

（危機対策課・防災課） 

２ 生成ＡＩ「チャットＧＰＴ」試行利用の開始について 

（デジタル行政推進課）

３ ミズベリング信濃川やすらぎ堤の開催について 

（まちづくり推進課） 
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「全市一斉地震対応訓練」について

１ 趣旨

昭和３９年に発生した新潟地震の教訓を風化させることなく、さらなる

防災意識の高揚を図るため、毎年、新潟地震が発生した日であり、本市の

「防災の日」である６月１６日に、市民参加型の訓練を実施することで、

今後起こりうる大地震発生時の行動について、市民の皆さま一人ひとりが

災害を自分のこととして認識・行動する防災力の高いまちづくりを目指す。

２ 内容

日時：６月１６日（金）１３時２分～

内容：①地震対応訓練

      新潟地震の地震発生時刻と同じ１３時２分に地震が発生した

という想定で、その場に応じた身を守る行動をとる。

②情報伝達訓練

      １３時３分ころから、大津波警報が発表されたという想定で

緊急速報メール、同報無線、にいがた防災メール、新潟市 LINE
公式アカウントなどにより情報伝達を行い、各自で情報が受信

できるか確認する。

③住民避難訓練

情報伝達訓練にあわせ松浜中学校を避難場所とした避難訓練
を実施する。訓練後、同会場にて、起震車による地震体験や災
害備蓄品の展示、新潟地震パネル展を開催する。

＜お問い合わせ先＞

①、②について

新潟市危機対策課（担当者 瀧澤）

電話０２５－２２６－１１４６（直通）

③について

 新潟市防災課（担当者 関）

 電話０２５－２２６－１１４３（直通）
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◆試行利用開始日   令和５年６月１２日から 

◆試行利用の実施者  全職員に広く参加者を募り実施 

◆試行利用の目的   ・活用できる分野、業務の発掘 

             ・効果的、効率的な利用の仕方 

             ・利用にあたっての留意事項確認 など 

◆配慮事項      個人情報や機密情報などの入力は禁止 

             「履歴と学習」機能はオフにして利用 

  【お問い合わせ先】 
 新潟市デジタル行政推進課長  箕打 

 電話０２５－２２６－２４７１(直通) 

令和５年６月６日 
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生成ＡＩ「チャットＧＰＴ」試行利用の開始 

新潟市役所では、生成ＡＩの有効性を探るため「チャットＧＰＴ」の試行利

用を開始します。 

本市が策定した新潟市デジタル化基本方針では、デジタル化の目的を「デジ

タル技術やデータを活用し、市民一人ひとりの暮らしをよりよくしつづけるこ

と」としています。生成ＡＩには、市役所業務の効率化に役立つ可能性がある

とともに、試行利用を行うことで、職員一人ひとりの意識をより高めていくき

っかけにしたいと考えています。 

今回の「チャットＧＰＴ」の試行利用では、どういった分野や場面であれば

効果的、効率的に利用できるのか、どのようなことに留意して利用すればいい

のかなどを検討します。 

本市では、こうした新たなデジタル技術の活用の可能性を探りながら、業務

の効率化や行政サービスのデジタル化に取り組んでいきます。 
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ミズベリング信濃川やすらぎ堤の開催について 

〇概  要 まちなかの賑わい創出等を目的に公民連携のもと信濃川やすらぎ

堤の水辺空間において、飲食等の出店やイベントを開催します。

〇開催期間 令和５年６月１７日(土)から同年９月２４日(日)まで 

〇事業区域 信濃川やすらぎ堤の右岸 萬代橋から八千代橋の間

〇事業主体 株式会社スノーピーク、新潟市（共同主催）

詳細は、チラシや(株)スノーピークのミズ 

ベリング特設ホームページを参照ください。 

  【お問い合わせ先】 
 新潟市まちづくり推進課長 高島 

 電話０２５－２２６－２７００(直通) 

令和５年６月６日 
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事業区域 

八千代橋 

萬代橋 
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開催状況（令和４年度） 






